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一 〈要 約〉 小学校教育研究員(生 活)

児童 が身近 な環境 とかかわ りよさを生 かす とい う視点で,支 援 を 「受 け止あ る」 と 「働

き掛 け る」に分 け,ほ める,見 守 る,共 に活動す る等の支援 にっいて,授 業研究を通 して

見直 しを図 った。その結果,教 師が児童の心情や活動の背 景を読み取 り,支 援 の時機や内

容,方 法 を工夫 した り,受 け止 め ると働 き掛 ける支援を関連づ けた りす ることで,活 動 へ

の安心感や 自信を引 き出 し,児 童 がよさを発揮 して活動す る ことが分か った。
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1研 究 主 題

一
身 近 な 環 境 と 鋤'か わ り を 深 め 一 人 一 人 の よ さ を 生 か す 支 援 の 工 夫1

研究主題設定の理由

お もち ゃ大会 で幼稚園の園児を招 き,自 分た ちで考 えた手作 りのお もちゃを紹 介 し,一 緒 に

遊んでい たときの ことであ る。一人一人の児童が,自 分 らしさを発揮 して,自 分の グル ープの

お店を きれ いに飾 りっけた り,お もち ゃが不足 しな いよ うに作 り続 けた り,園 児 に優 しく声を

掛 けた り して いた。そ こには児童 の多様 なよさが表れていた。
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その とき,A児 は,自 分の持 ち場を離れて,空 いた段 ボール箱を台車に置 き,園 児 を乗せて

走 り回 っていた。普段か ら活発 な反面,集 中力に欠け 自己中心的な言動の多 いA児 であ る。教

師 には,A児 が グループでの役割を忘れて 自分勝手 な ことを してい るように も見えた。 ところ

が,「 何を してい るの」 とい う教師の問 い掛けに対 して,A児 は うれ しそ うに 「順番を待 って

いるお客 さんがっまjvな いか らサー ビス して いるんだよ」 と答え た。 自分 たちの ところ にお客

さんが た くさん来て順番待 ちの列が長 くな った。そ こで待 って いる園 児が退屈 しないように車

に乗せて遊んであげていた とい うの だ。 この 日,A児 は,相 手の気持 ちを思 いや り,園 児 に自

分の作 ったお もちゃを見 せた り,遊 び方 を教えてあげた り して かかわ りを深 め,生 き生 きと活

動 した。A児 なりにお客 さん を楽 しませ たい,お もちゃ大会 を盛 り上 げ成功 させ たいという思

いの表れだ ったのであ る。

児童の行動 を,一 方 的に とらえたので はA児 の思 いを推 し量 ることはで きない。児童の活動
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を肯定的 にと らえ ることによ って それぞれの思いや願 いを生かす ことがで き,一一人一人の よさ

が見えて くる。

このよ うな事例は,生 活科の授業で よ く見 られ ることで ある。私た ちは,活 動 の結果だけで

はな く,児 童が夢中にな って いる活動の姿その ものの 中に一人一人の児童のよさが表れてい る

のではない と考 えた。教師が,活 動の結果だけに 目を奪われ るのではな く,児 童の 内面を も理

解す ることが大事 な ことだ と考 えた。そ して,こ の ことにっ いて話 し合 ってい くうちに,児 童

のよ さとは何 か,そ れを引き出 し伸ば してい くためにはど うした らよいか,今 一度真剣 に検討

してみ る必要のある ことを痛感 した。

この ことは同時に,一 人一人 の児童のよ さを多様 に受 け止 あたり,一 っの行 為で もその児童

の心情を理解 し様 々な角度か ら多義的に見取 り,よ り的確 な支援がで きる教 師で あ りたいとい

う私 たち研究 員の願 いで もあった。一人一人の児童の よさは,生 き物の世 話を毎 日欠か さず続

け るとか,ど の友達 に も親切 にで きる,な ど児童 によ って多様なよ さがあ るととらえ る ことが

で きる。 また,一 見,乱 暴 に見え たり,無 意 味に思われ た りす る活動で も,よ く見 ると,そ の

児童 な りの優 しさや,も のの見方や考え方 に基づ くものであ ると して,多 義的 に見取 ることも

で きる。それ らの見取 りを適切 な支援にっなげて,よ り生 き生 きと自信 を もって学習す る児童

を育てたい とい う教師の思 いであ る。

生活科 は具体的 な活動や体験を通 して,自 分 と身近な環境 とのかかわ りに関心 を もち,自 分

自身や 自分の生活 にっ いて考え考え ることがで きるようにす るとともに,そ の過程 にお いて,

生活 上必要 な習慣 や技能を身に付け,自 立 への基礎を養 うことをね らい とす る教科であ る。 こ

のね らいを達成 して い くため には,一 人一 人の児童 は有能な学 び手 である とい う肯定的な児童

観,学 習観 に立 ち,児 童の思いや願いを受容 し,一 人一人の児童が学習の対象 となる身近 な環

境 に自 ら積極的 にかかわ り,よ さが発揮で きるよ う,学 習環境 を整 えた り適切な支援を行 った

りす る ことが大切であ る。

本研究で は,具 体的な活動や体 験を通 して身近な環境 とのかかわ りを深 めるという生 活科 の

基本的 な考え方を踏 まえ,一 人一人の児童が よさを発揮 し自己実現 を図 って い くための教 師の

支援の在 り方 につ いて改めて問いなお し,そ の工夫や改善点を探 る必要が あると考えた。

私 たち研究員 は,上 記の考えに基づ き,標 記の研究主題を設定 した。
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II研 究主題についての基本的な考え方

私 た ち は,研 究 主 題 を 次 の よ うに と らえ,用 語 の 整 理 を 行 った。

身近な環境 とのかかわ りを深 める

生活科では,児 童は身近 な環境 に具体的な活動 を通 して働 き掛 け,自 分 と環 境 とのかかわ り

方について体験 を通 して学んで い く。私た ちは,身 近 な環境を,学 校 ・家庭 ・地域な どの児童

の身近 に見 られ る人 ・自然 ・社会 とと らえた。

児童が,環 境 とのかかわ りを深め るとい うことは,環 境 に対す る見方が変わ った り,か かわ

り方が スムーズにな ったり,よ り親密にな った りす ることであ る。

例えば,「 ど うぶつ となか よ し」の単元での活動で,ウ サギを抱 いてみ たいのだが,な

かなか抱 くことがで きない児童がいた。 その児童の環境 とのかかわ り,つ ま りウサギや飼

育委員 とのかかわ りを追 ってみ ると,こ わさを我慢 して何度 も抱 こうと挑戦 した りえ さの

与え方 を工夫 した りしなが ら,飼 育委 員の抱 き方を見 よう見 まねでや って いる うちに,ど

うい う接 し方 をすれば ウサギが喜ぶ かを体験的 に獲得 してい った。 かかわ りを深 めること

で最後 にはウサギを抱 くことがで き,飼 育委員 と一緒に ウサギの世話 をす るよ うになった。

一人一人のよ さを生かす

一人一人のよ さとは
,自 己実現 を図 って い く際の,そ の児童 な りの思考や行動の独 自な特長

で ある。それは,顕 在 的な ものだけでな く,潜 在的な ものや可能性 を も含めた ものであ る。

私た ちは,身 近な環境 とのかかわ りが深 まってい る姿その もの に,そ の児童のよ さが 表われ

て いると考えた。児童が よさを生か して,意 欲的に学 習に取 り組む ことで,自 分か らで きた喜

びを味わ う機 会が多 くな り,自 信 を もち,次 の活動 への意欲 につなが ってい くと考えた。

例えば,上 記 の児童 について,ウ サ ギや飼育委員 の上級生な どとのかかわ りを深 あて い

る児童 は,同 時 にこわ さを我慢 して何度 も挑戦 した り,上 級 生のする ことをまね た りして

いた。 また,ウ サ ギが どうや った ら嫌が らないか を考えなが ら抱 くなど,自 分 な りに試行

錯誤や工夫 を していた。 これ らには,挑 戦 ・模倣 ・試行錯誤 ・工夫 などの よさが見 られ,

自分の よさを生か して活動 してい る姿 と見 ることがで きる。

以上の ように身近な環境 とのかかわ りを深あ ることは,児 童 のよさを生かす ことにな る。

支援の工夫

本研究で は,身 近な環 境 とのかかわ りを深 め一人一人のよさを生かすたあの教師の役割を支

援 と考え た。そ して,支 援 を 「受 け止 ある」支援 と,「 働 き掛 ける」支援 とに分 けて研 究を進

め ることと した。
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皿 研 究 の 全 体 像
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IV研 究 の 内 容 と 方 法

研究を進 めるに当た って,一 人一人の児童の よさを生かす教師の心構 えや支援 の工夫 につ い

て,次 の よ うにと らえた。

1児 童の よさの見取 り

(1)児 童の よさの見取 り

身近な環境 とのかかわ りを深 め一人一人の よさを生 か してい くためには,ど の児童 もよさ

を もって いるとい う 「肯定 的な児童観 、や 「児童は有能 であ る、とい う考え方 に立 って,一

人一人の児童の活動 や心情 を とらえることが大切であ る。

児童のよ さを見取 るためには,一 人一人の児童の思 いや願 い,そ れ に基づ く活動の多様性

に配憲 す ることが大切で ある。例えば,公 園での活動で は,施 設を使 った遊 びに夢 中にな る

児童,虫 や植物 に関心 を もって つか まえた り採集 した りす る児童 など,児 童 一人一人の思い

や願 いは児童 によって異 なる。

また,一 人 の児童の活動を見取 る場合で も,そ の児童の 内面を様 々な角度か らとらえてみ

ることが大 切である。例えば,一 見,自 己中心的 と見 られ る言動で も,教 師が周 りの状況等

を考 え,視 点 を変えて見 ることで,そ の児童な りの他者への思 いや りの表れ と見取 ることが

で きる場 合が ある。

したが って,一 人一入の児童の活動を,教 師の一方的 な思 い込みにな らないよ う,絶 えず

新鮮 な眼で,共 感的な見取 りをす るよ う心掛 ける必要があ る。 その ことが,よ り確 かな支援

にっ なが る と考え る。

(2)授 業づ くりや児童の活動 を見取 る観点

児童の よさの表れは,児 童 が身近 な環境であ る人,自 然,社 会 など学習対象 とのかかわ り

を深め,「 思いや願 いをふ くらませて いるjr熱 中 して活動 に取 り組んで いる一 「自分や友

達の よさに気付いてい る⊃姿 として とらえ る ことがで きる。

例えば,友 達 と助 け合 いなが らかかわ りを深めてお もち ゃを作 ることで,前 にも増 して,

友達 と仲良 く親切 にで きるよ うになるとか,毎 日,観 察や世話を続 けかかわ りを保つ ことで

生 き物 への愛着が一層増 し生 き物 にっいて詳 しくなるなど,児 童 は対象 とのかかわ りを通 し

て,自 分 な りの よさを発揮 し,そ のよ さに気付 いて い くと考え る。

このよ うに,児 童 と環境 とのかかわ りが深 ま って いる姿 は,児 童の具体 的なよ さの表れ と

して とらえ ることがで きる。 したが って,児 童 と環境 とのかかわ りの深ま りに着 目 し
,児 童

の姿 を 「想 いや願 いをふ くらませている」 「熱 中 して活動に取 り組んで いる」 「自分や友達

の よさに気付いてい る」の3っ の観点 を設定す ることで,単 元全体 や授業 中の 児童の活動を

教師が意識 して見取 ることがで きるよ うになり,的 確な支援 にっなが る と考え る。 この意味

で,3つ は授業づ くりの 際に も重要 な観点 と考えてい る。

2「 受け止 める支援 」とr働 き掛 ける支援」

(1}「 受け止 める」支援 と 紅働 き掛 ける」支援

支援 を児童 のたあに真 に役 に立っ ことと考えてみる と,受 容す る,励 ます,手 伝 う,情 報

を提供す るなど支援 には様 々な ものがあ る。 これ らは,大 き く 「受け止 あ る」 と 「働 き掛 け

る」に分 け られ ると考えた。 授業申の教師の主 な行動 は,言 葉や動作を通 した児童 とのや り

6



とりと考え ることが で き,基 本的 には児童の活動 を受 け止 め,そ れを理解 し判断 して,的 確

に児童 の学 習のために返 して い くことであ ると考え ることがで きるか らで ある。

「受 け止 め る」支援 は,そ れ までの経過 やその場の状況か ら,児 童の活動を共感的 に受容

して,安 心 して活動で きるように した り,活 動への意欲を高めた りす るための支援 とい うこ

とがで き る。 また,「 働 き掛け る」支援 は,児 童の思いや願 いを大切 に しなが ら,そ の児童

の活動 を受 け止 めて,具 体的な手だてを講 じ,児 童の活動への意欲の喚起や,活 動への方向

付 け となる支援 とい うことがで きる。

また,こ れ らの支援が有効に働 くためには,学 習環境の整備 や構成 に配慮す ることが大切

で ある。

以上の ことを,次 の図の ように表 した。

〈受 け止め る ・働 き掛け る支援〉

自 信

◇

☆見守 る

☆共 に活動す る

☆話を聞 く

代弁す る

同感す る

感激す る

承認 す る

☆は授業研究で取り上げた支援

働 き 掛 け る

諭痴囑
○○○

自
分
や
友
達
の
よ
さ
に
気
付
く

熱
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

思
い
や
願
い
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る

『

d

,i

☆ ほめ る

励 ます

促 す

教え る

示唆す る

知 らせ るF

手伝 う

や ってみせ る

L_____」 尋ねる

環

境

構

成

へ
制約を少な くす る 選択肢 を増 やす 自己決定の場 を作 る

十分 に時間を確保す る 楽 しい雰囲気作 りをする

欝 謬 難 出会いを工夫する __」

まず,児 童の活動や心情を,共 感的に受容 する ことが大切 で,見 守 る,励 ますなどそのた

めの具体 的な方法を教師が身 に付けている ことが大切であ る。 そ して,受 け止 めた ことを内
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容や方法,適 時性 などに配慮 し,具 体的な働 き掛 け として,支 援を実行 して い く必 要が ある

しか し,実 際には,単 に受 け止 ある段 階で止 ま って いた り,前 後の活動 の様子 を的確 に と

らえるこ とな く,そ の場,そ の時だけの働 き掛 けにな った りす ることも多 い。受 け止 めるこ

とと働 き掛 けることを見直 し,真 に有効な支援 につなげて いきたい と考えた。

また,支 援 を 「受 け止め る」 とr働 き掛 ける」 とにとらえなおす ことで,教 師が児童の内

面 につ いて意識化 し,よ り的確 な支援がで きると考えた。

この よ うな支援の もとで,児 童は身近 な環境 とのかかわ りを深 め,一 人一人が よさを発揮

し,自 信を もって行動で きるよ うになると考えた。

(2)授 業研 究で取 り上 げた支援 とその見直 し

① ほめる

「よ くで きたね 」 「がんば ったねJな どは ,児 童の活動 の意義を教師が認あた ときにで る

言葉であ る。 ほあ られ る ことによ り,児 童は 自分の したこ とが よか ったのだ とい う実感を持

つだけでな く,自 分 の活動が認 め られた ことで,次 もがん ば ってみ ようとい う意欲を高め る

ことにな る。 ほめる とい う支援の大切 さにっいては,こ れ まで も指摘 されて きたが,生 活科

の授 業の中での的確 なほあ方 にっいて さらに深めてい くことが大切であ ると考えた。

ほめる支援 を行 う場合 に教師 は,児 童の努力 した こと,方 法のよ さ,気 付 きな ど,何 を ど

のよ うにほめるのか ということを考えてお く必要があ る。言葉だけでな く,教 師の表情 や身

振 りで ほめた り,本 人 と一緒 にや ってみて ほめるなど も大切な ことであ る。 また,児 童 の行

動 を連続 して観察 して いな いと具体性 に乏 しく,児 童 にとって は ピン トの外 れた無用 の言葉

掛 けやほあ方 となったりす ることもあ る。

以上 の ことか ら,ほ め るタイ ミングや,本 当にその児童 自身が納 得す るほめ方 か,次 への

行動 を促す ほめ方か,ま た,ほ め ると他の支援 との関連 などにっいて見直 しを図 ってい く必

要が ある と考え た。

② 見守 る

「教師 はす ぐに 口や手 を出さず に,一 歩 引いて見守 ることが大切で ある」とよ く言われ る。

それ は教師が支援 したっ もりで も,児 童が 自力で解決 しよ うとして いるせ っか くの機会を奪

うことにな る場 合 もあ るか らであ る。 しか し,た だ見てい るだけで は,児 童の役 に立つ支援

とは いえない。 見守 られて いる児童が,見 守 ってい る教 師の存在で,安 心 して活動で きるよ

うにす ることが大切 な ことで あ る。児童 は,ど う してよいか分か らな くな ったときなど,教

師 に聞 こえ るよ うにっぶや くことが ある。教師や周 りの友達の存在 を意識 し,心 情を ア ピー

ル してい るので あ る。 その ため,学 習環境の整備や安全面 などに手 を尽 くした上で,温 か く

見守 ることが大切である。 また,教 師が見守 るときには,次 の支援の ための タイ ミングを図

るばか りではな く,児 童の活動 やその心情 に寄 り添 って見守 る必要が ある。 その ため には,
一人一人 の活動 や心情 を理解 し

,児 童か ら見え る場所 で見守 った り,遠 くか ら見守 った り,

あ るい は・見守 る時間 など も考慮 して支援を工夫 して い くことが大切であ る。

以上 の ことか ら・一人一人の児童のそれ までの活動 や こだわ りを思 い起 こ し,今 の活動 や
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心情 を理解 しよ うと努めなが ら見守 る,次 への活動の発展や深 ま りを予測 し働 き掛 ける支援

との関連 を意識 しなが ら見守 る,な どにっいて見直 しを図 ってい く必 要が ある と考え た。

③ 共 に活動す る

教師が 児童 と一緒 に同 じものを作 った り,遊 んだ りす るな ど共に活動 する ことは,児 童の

つまず きに即 時に対応す ることがで きるとい う利点が ある。 また.児 童の活動 や心情を肌で

感 じ取 り,そ の後の支援の方向を推測 す る上で も有効で あると考え られている。

しか し,共 に活動す るとい うことにっいて,こ れ まで本 当に児童の立場 に立 って とらえて

きたか とい うことにっ いて反省す る点があ った。

児童 に とって,教 師が一緒 に活動 してい るとい うこ とは,児 童同士で活動 してい るときに

は感 じる ことので きない,常 に共感 して くれ る大人が そば にいるということであ る。大人が

自分 と同 じことを して いるとい う安心感は,活 動 を共有 し熱 中 して取 り組 む雰囲気をっ くり

児童の活動へ の意欲 を高め る。 また,教 師の活動が モデルとな り,児 童 自身が 自分を振 り返

りなが ら活動 を進 めて い くこ とに もつなが る。

したが って,教 師 は児童 と共 に活動す ることを通 して,気 付 きの喜びをは じめ,成 熟感 や

っまず きなど,児 童の心情 を共有 し,安 心感や 自信 を与えて い くことを 大切 にす る必要が あ

る。 常に共に活動す る ことで,か え って依頼心を強 くす ることが ないよ う,一 人一人の児童

の個性 や発達 な ど,そ の実態 に配慮す ることはい うまで もない。

以上の ことか ら,共 に活動す る支援で は,共 に活動す る中で児童の心情に どのよ うに した

ら寄 り添 うことがで きるか,い つ共 に活動す るかなどにつ いて見直 しを図 って い く必 要が あ

ると考えた。

④ 話を聞 く

教師 は,児 童の思いや願 い,気 付 き,っ まず きを把握す るため に,児 童の話を聞 くことが

あ る。 しか し,話 を聞 くとい うことを支援 と して考 える とき,単 に聞 くとい う受動的な意 味

以上の ものがあ るよ うに思 われ る。

児童 は,う れ しい ときや新たな発見を したとき,だ れかに聞 いて もらいたいという思いを

強 くもち,教 師 に話 し掛 けて くることが ある。 また,つ まず いた ときに も問題解決の方法を

教師 に質問す ることがあ る。教師に聞いて もらいたい,心 情 を受 け止 あて もらいたい,認 め

て もらいたいのであ る。また,晃 童が言 いに来たのを教 師が聞 くことと,教 師の側か ら積極

的に尋 ねる こととは関係が深い。

したが って,教 師が話を聞 くにあた っては,そ の児童の心情 を受け止 め ることを大切 に し

当該の 児童 に教師が受け止めた ことが しっか りと伝わ ることが 大切 である。教師が表情や言

葉で それ を伝え ることで,児 童は,自 分 の活動の方向 にっいて見通 しを もった り,活 動の結

果 について自信 を深 めた り し,さ らに意欲 的に取 り組むよ うになる。

以 上の ことか ら,話 を聞 く支援では,児 童の話を真剣に聞 くには どう した らよいか,聞 き

取 った ことをどの よ うに伝え るかな どについて見直 しを図 ってい くことと した。
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V実 践 事 例

t

支 援 の 見 直 し と 工 夫

L-一 ～ 単元名 「子 ども広場へようこそ」

単元のねらい

第2学 年

「 「 ほ め る 」 二
・身近 な材 料 を活 用 して ,お もち ゃを 工 夫 して 作 り,遊 ぶ こ とが で きる。

・友達 と協 力 した り,工 夫 し合 った り して,自 分 や 友 達 の よ さに気 付 く。

・子 ど も広 場 を 開 き,1年 生 が楽 しむ よ う工 夫 を す る こ とが で きる。

2.単 元 に つ い て

大 きな お もち ゃを 友達 と協 力 して 作 り,楽 し く遊 ぶ 体 験 を させ た い と考 え た。 もの を作 る

こ と は創 造 力 を は ぐ くむ活 動 で あ る。 何 を作 りた いか を 考 え,適 切 な材 料 を そ ろ え,道 具 を

使 って よ りよ い もの を工 夫 して 作 り上 げ る こ とは,満 足 感 の み な らず,そ の過 程 で,自 分 や

友 達 の よ さ に気 付 き,人 や もの との か か わ りを深 め る活 動 とな る と考 え た 。

3.研 究 主 題 と本 単 元 との 関 連

(1}身 近 な環 境 との か か わ り

人 … クラ スの 友達 ・1年 生 ・地 域 の 人 ・家 族(相 談 す る,一 緒 に作 る,遊 ぶ,世 話 を す る

質 問 をす る,教 えて も ら う)

自然 …風 ・水 ・坂 ・季 節 の もの(試 して み る,利 用 す る)

社 会 …作 品展 ・地 域 の お 店(見 学 す る,材 料 を も らい に行 く)

(2)一 人 一 人 の よ さ

本単 元 で,児 童 は作 品 展 を 見 学 しなが ら,自 分 も作 って み た い とか,遊 ん で み た い とい う

思 い を も ち,も っ と詳 しく見 よ う.知 ろ うと積 極 的 に か か わ ろ うとす る。 ま た,作 った もの

を 試 し遊 ぶ と きに は,自 然 の カ を利 用 して,も っとよ い もの に しよ う と工 夫 を重 ね,そ れ ぞ

れ の 場 面 で 身近 な環 境 とのか か わ りを深 めて い くこ とが 予想 され る。

そ の 中 で も人 との か か わ りに み られ る よ さ に着 目 して み た。 材 料 集 めで は,段 ボ ール を 集

め る ため に地 域 の 人 や お店 に お願 い した り,も らって きた りす る な ど,目 的 に向 って 身 の 回

りの 大 人 との か か わ りが 生 じ,一 緒 に子 ど も広 場 を 開 く1年 生 に は,や さ しく世 話 を した り,

一 緒 に遊 ん だ りす る こ とで 一 層 仲 良 くな り
,さ らに遊 ぼ う とい う思 い を もっ で あ ろ う。 ま た,

単 元 を通 した ク ラ スの 友達 との か か わ りで は,お もち ゃ作 りの発 想,材 料集 あの 工 夫,製 作

中の 工 夫,あ るい は問題 解 決 の方 法,招 待 す る1年 生 へ の配 慮 な ど,一 一人一 人 の 児童 の 多 様

な よ さが 発 揮 され るで あ ろ う。 そ れ らの よ さ にお 互 いが 触 れ合 う こ とで 友達 に対 す る見 方 を

変 え た り,自 分 の 中 に よ さを 取 り込 み意 欲 的 に活 動 す る こ とが期 待 され る。

(3)支 援 の 工 夫

本 単 元 で は,話 し合 い な が ら作 業 を進 め る こ とが 大 切 で あ る。互 い の よ さに触 れ合 えれ ば,

一 層 夢 中 に な り
,友 達 と一 緒 に な って作 る楽 しさを 味 わ う こ とが で き る と考 え た。 そ こで,

協 力 して い る姿 や 努 力 して い る こ とな ど,ほ め る視 点 を 明 確 に して 活 動 を 見 取 るよ うに工 夫

した。
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4.活 動計 画(14時 間)

・ぼ くた ち もお もち ゃを作 ろ う(1時 間)

・材 料 を 集 あ よ う

・作 り方 を 考 え よ う

(8時 間)
・作 ろ う

・遊 ぼ う

・他 の人 に も遊 ん で も らお う(5時 間)

5.本 時 の活 動

本 時 は単 元14時 間 中の4時 間 目 にあ た る。 自分 た ちの 製 作 に必要 な材 料 を 集 め,そ れ ら

を 使 って グル ー プ に分 か れ て 実 際 に作 る活 動 で あ る。

6.児 童 の変 容 と教 師 の支 援

「自分 勝 手 」 と周 囲 の 児童 か ら思 わ れ が ちなB児 が,ほ め られ る こ とで 変 容 した例

(1》B児 の プ ロ フ ィール と教 師 の 願 い

B児 は 自分 の考 え を もち,は っ き り と主 張 す る こ とが で き る。 しか し,時 と して そ れ が 災

い し,自 分 の考 え を通 そ う とす るあ ま り,友 達 を消 極 的 に して しま った り,反 発 を まね いて

トラブ ル を起 こ して しま っ た りす る こ とが度 々 あ っ た。 教 師 は,B児 が 話 し合 い な が ら友達

の 意 見 を取 り入 れ,仲 良 く助 け合 って,共 に喜 び を分 か ち合 え るよ うに な って ほ しい と願 っ

て い る。 そ の た あ に は,友 達 とか か わ って い る場 面 で,こ れ まで の よ うに 自分 の 考 え を 強 く

主 張 して い て もす ぐに は注 意 を せ ず,む しろ 友達 に配 慮 しよ う と して い る わず か な 姿 を と ら

え,即 座 に 具体 的 な言 葉 で ほ あ る とい う支援 を行 う こ とが 大 切 だ と考 えて 授 業 に臨 ん だ 。

(2)本 時 に至 るま でのB児 の活 動 の 様 子

お もち ゃ作 りの き っか け とな った 教 室 に ,瓦

ll灘蕪欝
三難1黙 鋸業
こそ 」 が ス タ ー トした 。 その た あ,本 人 も

一層 や る気 を も った よ うで あ った
。

∵∴
嘱6轟 鱗

麟総

・ ド

墾

製作 グループを作 るとき,大 好 きな怪獣 を作 りたいと提案 し,常 に行動を共 に してい るC

児 とD児 を誘 った。C児 もD児 も自分が作 りたい ものを さほど強 くイメー ジで きなか ったよ

うで,B児 の誘 いにの って活動を始 ある ことがで きた。

(3)本 時にお けるB児 への支援 とB児 の変容

① ほめることで気持 ちを充足 させ,友 達 に正 しく伝えよ うとす る余裕を もたせ る。

自分が作 ろうと してい る大好 きな怪獣の イメージを,友 達 に十分 に伝えないまま作業が
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進 ん で い た 。 そ こで,教 師 はB児 の もって い る怪 獣 の イ メ ー ジを 言 葉で 表 現 させ た。B児

は,張 り切 って話 し始 あ た。B児 が 一 応満 足 した ころ を見 計 らって,「 怪 獣 の こ と,詳 し

い ん だ ね え 」 と感 心 しなが らほめ,「 で も,み ん な は そん な に 詳 しくな いか ら,ち ゃん と

説 明 して あ げ た方 が い いね 」 と 自分 の 考 え て い る こ とを,友 達 に言葉 で 正 し く伝 え るよ う

に促 した。B児 は,自 分 の 得 意 と して い る こ とを ほ あ られ た た あ,と て も満 足 した よ うで,

自分 が 作 ろ う とイ メ ー ジ して い る怪 獣 の様 子 を友 達 に丁 寧 に話 し始 め,自 分 自身 の 中 にあ

る怪 獣 作 りの 思 いを さ らにふ くらま せ た。

② 周 囲 の 友 達 の よ さに 気 付 き,友 達 に対 す る見 方 や 接 し方 を 変 え る。

作 業 が 進 む につ れ て,自 分 の イ メ ー ジが 強 い た あ,友 達 に対 して 「～ して 」 と,指 示 す

る ことが 多 くな って きた 。 そ こで教 師 はC児 とD児 の 地道 な 作 業 への 努 力 を ほあ,そ の 価

値 を大 い に認 め る こ とで,友 達 の よ さ や作 業 を進 あ る上 で分 担 す る ことの 大 切 さ に 目を 向

け させ た。 す る と,B児 の 口か らrCち ゃん は上 手 だ か ら」 とか 「あ りが と う」 とい う言

葉 が 聞 か れ,そ れ まで 語 気 の 強 か った指 示 の 言 葉 が,優 し く語 りか け る よ うな 口調 へ と変

わ り,さ らに熱 中 して 取 り組 む よ うに な った。

ま た,C児 やD児 の 地 道 で労 力 を要 す る,段 ボ ール を切 る とい う作 業 を 自分 か ら手 伝 う

な ど友 達 へ の 接 し方 に も変 化 が見 られ た。

③ 振 り返 りを 促 す た あ に,進 歩 した姿 を ほ め 自信 が もて るよ うにす る。

友達の作業を手助 けす るな ど,

協力 してい る姿を 「三 人でがん 鞭 櫨
夢 ・"》概

ば って い るね 」 と,感 心 しな が

らほめ た 。 す る と,B児 は 「チ

ー ム ワ ー クが 必 要 な ん だ 」 「最

初 は けん か ば っか り して い て,

友 情 とか 言 って い た け ど ・ ・」

「最 初 はあ ん た が悪 い,あ ん た

が 悪 い って 言 って い た け ど ・ ・」

とっ ぶ や き始 め,さ か ん に それ

まで の 自分 の姿 を振 り返 って い た。
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終 了 時 に,み ん なで 集 ま って 感 想 を言 う場 面 で は,「 今 日は,三 入 の チ ー ム ワー クで よ

くで き ま した 」 と生 き生 き した表 情 で 発 表 し,自 分 に 自信 が もて た よ うで あ る。

教 室 へ 戻 って か ら も,と て も うれ しそ うな 表 情 で,友 達 に も優 し く接 して い た。

7.考 察

(1)「 ほめ る」 支 援

ほ め られ た 児 童 は,う れ しい とい う気 持 ちを もっ と同 時 に,気 持 ちが 安 定 す る。 そ の こ と

は,自 分 の 行 動 を 省 み た り,友 達 の よ さ に 目を 向 け る こ とが で きた りと い った,余 裕 を 生 み

出す 。 そ して さ らに は,人 の意 見 を素 直 に受 け入 れ る こ とが で き る よ う にな る。 そ の心 の余

裕 が,身 近 な環 境 の一 つ で あ る 「友 達 との か か わ り」 を 「深 め る 」 こと にっ な が って い く場

合 が あ る こ とが分 か った。
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(2)ほ める支援を支え る 「受 け止 める」支援

ほめるため には,ほ ある ことだ けを考えていればよい とい うことで はない。 ほめるたあ に

は,そ の タイ ミングを見計 らい,具 体的に ほあ ることが大切であ る。 したが って上記の事例

の ように,ほ め る支援 を有効 に行 うためには,一 人一人の活動をよ く見守 って いること も大

切な支援であ る。 その ことによ り,児 童は,人 の考え を素直 に受け入れ られ るなど,心 の余

裕を もつ ことが で きるよ うになる。

また,ほ あた後で さ らに活動への方 向付けをするなど次の支援を行 うことによ り,児 童は

身近な環境 とのかかわ りを深 めよさを生 かす ことがで きると考え る。

(3)「 ほめ る」支援 を効果的 に行 うたあに

上記 の事例 にはないが,ほ あるとい う支援 につ いて,言 葉だけに頼 るので はな く教 師が身

振 りや表情 などを工夫 し,教 師の感動 や気持 ちが より児童の心 に響 くように してい くことも

大切 である と思われ る。
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「見 守 る 」 支 援 の 見 直 し と 工 夫

単元名 「地下鉄 に乗 って光が丘公園へ行 こう」

1単 元のね らい

・自分た ちで計画を立て,安 全 に気を付 けて,正 しく公共交通機関 と しての電 車を利用で き

る。

・友達 と協力 し合 って行動 し,自 分や友達 のよさに気付 く。

・自分た ちで電車を利用 した ときの様子 や感 じた ことを工夫 して表現す ることがで きる。

2単 元につ いて

児童だけの グループで乗 り物を利用す るとい うことは,大 きな緊張感を伴 う活動 である。

また,校 外 に出 ると,途 中で何 らかの問題 が起 こり,自 分 たちで解決 しなけれ ばな らな くな

ること も考え られ る。それだ けに,や り遂 げた喜 びや 自信 も大 き く,自 分や友達 のよ さに気

付 き,か かわ りを深め合え る活動 とな ると考えた。 また,安 全で正確な運 行のために働 く人

々の様子や施設 ・設備の工夫な どにっいて は,利 用者 としての 自分 とのかかわ りを通 して,

体験 に基づ いて実感 と して分か ってい くことを大切 に したい と考え た。

3研 究主題 と本単元 との関連

(1)身 近 な環境 とのかかわ り

人……駅員 ・乗務員(話 を聞 く,質 問す る,困 って相談す る,注 意を受け る,働 く様子を

見 る)

他の乗客 ・公園や道で 出会 う人 ・用務主事 ・参加 した保護者(話 し掛け られて答え

る,困 って尋ね る,注 意を受 ける,出 会いによ り気付 く)

グループの友達(一 緒 に計画を立て る,出 かけ る,し お りを作 る,発 表す る)

自然 …秋 の公 園の木 ・草 ・実 ・葉 ・虫な ど(見 っけ る,拾 う,集 める,飼 う,作 る)

社会…駅 や電車の設備や施設(利 用す る,よ く見 る)

公園(遊 ぶ,探 す)

(2)一 人一人の よさ

目的地 に行 くために,グ ル ープで活動す ることとな る。実 際に地下鉄 に乗 って 目的地に行

くためには,料 金や切符の買 い方 は もちろん車内のアナ ウンスや駅の案内板な ど,そ れまで

は,さ して気 に留 めて いなか った ものが,利 用者であ る自分 たちに必要 な情報を提供 して く

れてい ることに気付 くことになる。 それ らの情報を選択 し判断 しなが ら交通機関の正 しい利

用 の仕方 を身 に付 け,大 きな自信 にっ なが るだろ うと考えた。

また,思 わぬハ プニ ングか ら,駅 員 さん に相談に行 くな ど,積 極 的に問題解決の ため に行

動 を とることが ある ことも予想 され る。相談 に行 って,話 をす ることを通 して,駅 で働 く人

とのかかわ りを深 める ことに もなる。

さ らに,光 が丘公園 に行 きたい とい う思 いか ら,駅 の様子 を積極 的に見 に行 った り,地 下

鉄 に乗 るために必要 な金額や,持 ち物,ま た,楽 しく行 くための約 束や,困 った ときにとる

行 動な ど,自 分 たちで工夫 しなが らしお りに書 き表 した りす ることで,期 待をふ くらませ る

こととなる。 この よ うに,準 備の段階か ら,徐 々に,駅 ・電 車の設 備 ・施設や駅で働 く人 と
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4

(1)地 下 鉄 に乗 って 行 く計 画 を た て よ う(4時 間)

・光 が 丘 公 園 へ 行 こ う よ

・練 馬 駅 に調 べ に行 こ う

・グル ー プで 相 談 しよ う

・光 が 丘 公 園 へ 行 く準 備 を しよ う

(2)光 が 丘 公 園 へ 出か け よ う(3時 間)

(3)こ ん な ことが あ った よ(2時 間)

5本 時 の活 動

本 時 は単 元9時 間 中 の5・6・7時 間 目に あ

た る。4人 前 後 の グル ー プで,時 差 を つ けて 出

発 し,自 分 た ちで 切 符 を 買 って 地 下鉄 に乗 り,

学 校 か ら光 が 丘 公 園 まで を 往 復 す る活 動 で あ る。

教 師 は,

な お,公 園で は,ド ング リ拾 い を す るな ど,

6児 童 の変 容 と教 師 の 支 援

かかわ りを深 める ことがで きると考え る。

(3)支 援の工夫

本単元で は,児 童が実際 に自分たちだけの力で電車 に乗 り目的地 に着 くことが,活 動の大

きな柱で ある。 自分で考え,判 断 し適切 な行動がで きるよ うにな ることが大切だ と考 えた。

そ こで,見 守 る位置や教師の表情 など,見 守 る支援の工夫を探 ることと した。

活動計画(9時 間)

蒸 戯

出発 ・到着地点 と駅での児童の安全 を確認 しなが ら適時支援を行 った。

自然 とかかわ る活動 を した。

十分 に自分 を発揮で きず にいたE児 が,見 守 られ ることで生 き生 きと活動 した事例

(1)E児 のプ ロフ ィール

積極性が あ り,常 に自分の考えを明確 に主張す ることがで きる。 しか し,繊 細 な一 面を も

ち合 わせ,自 分の思 いが遂 げ られない と,意 欲 を失 い,消 極的 にな って しまうことがあ る。

今 までは,教 師が 「○○ した ら…」 と促す ことで,消 極的にな ったE児 の意欲を喚起 して き

た。 しか し,そ の ことがかえ って,E児 が十分 な成就感を味 った り,そ れ に伴 う自信を もっ

たりす ることを妨 げて きたので はないか とも思われ る。

(2)本 時に至 るまでのE児 の活動の様 子 と教 師の願 い

E児 は,楽 しみ に して いた駅 に調べに行 く活動 の 日に欠席 して しま った。 そのため,グ ル

ープの友達 が
,調 べ に行 ったことを楽 しそ うに思 い出 しなが ら,し お りを作 って いるとき,

E児 は意欲 的に活動す ることがで きなか った。 また,消 極的なE児 の態度 は,グ ループの友

達の反発 をか うこととな り,ま すます意欲 を失 うこととな って しま った。教師が,E児 の気

持ちを察 して,話 し掛け る ものの,何 事 に も積極的 にかかわろ うとす る彼本来の よさが まだ

発揮 されて はいなか った。

教 師は,今 まで も同 じような場面 で,常 に直接かかわ ることでE児 の意欲を喚起 して きた。

しか し,本 時で は,E児 の様子 を温 か く見守 る中で,彼 本来 の積極性を発揮 し,友 達 と共 に

活動す る喜 びを味わ って ほ しい と願 って いる。
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(3)本 時におけるE児 への支援 とE児 の変容

① 見守 ることで,信 頼 されて いることを感 じ取 り意欲を 引き出す。

E児 と同 じグル ープのF児 が,駅 で切符 の券売機 に100円 を入 れ,払 い戻 しの ボタ ン

を押 した ら,釣 り銭 口に110円 があ った。戸惑 って いたF児 が,教 師の ところ に来た。

教師 は近 くか らそれ を見守 っていた。同時に,E児 は,事 情を素早 く把握 し,同 じグルー

プの他 の友達二人 に説明 し始めた。教 師はF児 にE児 の話を聞いた らと促 し,E児 にほほ

えん だ。E児 が中心 にな りグループで,余 分 な10円 を どうす るか にっ いて真剣 な話 し合

いが行われ た。それ まで消極 的に行動 して いたE児 が,教 師の温か い見守 りによ って意欲

的にな ったのであ る。

② 見守 ることで,自 分の力でや り遂 げた喜 びを味わい 自信を深 める。

話 し合 いで,駅 の人 に届 けに行 くことに決 まり,説 明役 のE児 を 先頭 に緊張 した表情 で

駅員 に事情を伝えた。E児 は10円 を手渡 し,教 師に誇 らしげに手 を振 り改札口を通 って

行 った。教師が見守 る中で,駅 員 と進んでかかわ り,問 題 を解決で きた喜びを味わ うとと

もに,自 分の思 った ことをは っきり話す ことがで きるとい うE児 の よさが グループの友達

に認 め られ,E児 の 自信を深 め ることとなった。

③ 見守 ることで,次 の ほめ る支援 の効果を高 める。

学校 に戻 って来た時,「 あの10円,自 分 たちで届 け ることがで きて,感 心 したわJと

声を掛 けると,E児 は実に うれ しそ うに,「 ぼ くが話 したんだ 」と答えた。 そ して,次 時

には,こ れ まで意欲的に書 こうとしなか った しお りに も,し っか り した字 で楽 しか った こ

となどを書 き入れて,い ち早 く見せ にきた。

温か く見守 ることによ って,E児 は本来の積極性 を取 り戻 したよ うに思われる。

7考 察

(1)「 見守 る」支援

教師が見守 ってい ることで,児 童 は,自 分がやろ うとして いることへの教 師の期待感や信

頼感を感 じ,意 欲 的に活動す るよ うにな ることが分 か った。 また,単 に見守 るだ けで な く,

前時までの全体や個 に対す る支援があ って,児 童が主体 的に友達 や人 とかかわ って い くこと

がで きると考え られ る。

(2)見 守 る支援 と 「働 き掛 ける」支援の関連

児童の活動の様子を見守 り一一人一人のよ さをほめたとき,児 童は 自分 の ことを よ く分か っ

て ほめて くれて いると感 じる。 それが次の活動 への意欲を高め る。 また,児 童が ど うした ら

よいか分 か らず にいた り,活 動の ポイ ン トがね らいか らずれていた りした とき,見 守 るか ら

働 き掛 け る支援 にっ なげ ることが必要 となる。見守 る支援を考える とき,働 き掛 ける支援 と

切 り離 して は,考 え られない ことが分 か った。

(3)見 守 る支援を有効 に行 うため に

見守 る支援を行 うたあ には,事 前の準備 や支援を しっか り してお くことが前提であ るが,

それ までの活動の様子か ら,な ぜ今,こ の 児童を見守 るのか とい う意図を明確にす る必要が

ある。見守 るときの教 師の位 置,教 師の表情,目 線 などに も配慮す ることが大切であ る。
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「共 に 活 動 す る 」 支 援 の 見 直 し と工 夫

単元名 「育て!み んなの仲間た ち」

1単 元のね らい

・身近な生 き物 と触れ合 った り
,育 て た りしなが ら親 しみを もって世話をす ることがで きる。

・生 き物の変化や成長の様子 に気付 くとと もに,生 き物 は 自分 たちと同 じよ うに成長 して い

ることに気付 く。

・育ててい る生 き物 の変化 や成長の様子を絵や文で表現す る ことがで きる
。

・協力 して飼育 しなが ら自分や友達のよ さに気付 く
。

2単 元について

「先生 かわいいで しょう」 と開 いてみせて くれ た手の 中には赤 ちゃん を抱 いた ダ ンゴムシ

がいた。 児童 は生 き物 に興味を持 ってい る。 しか し,自 然の減少や生活様式の変化 に伴い,

生 き物 とかかわ る機会が減 って きてい る。 そ こで,生 き物 と直接触れ合 う活動や育て る活動

を通 して生 き物 に親 しみを もち,そ れ らの変化や成長の様子に気付 き,小 さな命 に目を向け

られ るよ うになって ほ しいと考えた。

3研 究主題 と本単元 との関連

(1)身近 な環境 とのかかわ り

人 ………クラスの友達 ・生 き物 に詳 しい上級生や教 師 ・ふれ合 い動物園の先生(一 緒 に育

て る,相 談す る,尋 ねる,教 えて もらう)

自然 ……生 き物(探 す,育 て る)畑 ・校庭の草や木(え さをとる)

社会 ……ふれ合 い動物 園(見 学す る)

②一人一人のよ さ

学校のプールでヤ ゴを捕 まえた り,畑 で生 き物

を探 す 体験 を させ た い。 それ らの 活動 の中か ら 藻蕊欝 一

「チ ョウの幼虫を育てて みたい」 「ヤゴか ら トン 槻

ボになってほ しい」 とい った一人一人の願 いが生

まれ るであろ う。 これ らの願 いを大切 に受 け止あ

生 き物 とのかかわ りを深 めて い くよ うに支援す る。

飼育活動 は長期 にわ たるたあ様 々な困難や問題,
顎

発見 に出会 うで あろ う。児童 は,本 で調 べてみた

り,生 き物 に声 を掛 けてみた り,飼 育委 員会の児

童や生 き物 に詳 しい教師 に尋ねてみた り,地 域 に
嬢舞

あ る 「ふれ 合 い動 物 園 」 に相 談 に行 った り しなが

ら,自 分 で 考 え,判 断 し,生 き物 と 自分 との か か

わ りを深 めて い く。 そ の こ とを通 して,一 人 一 人

の よ さが 発 揮 され る と考 え る。

.♂ 野 馨

忽 調 鋳}

麟'宝'∵ 移

そ魏 劉 射ギ 無
!輪 鰍 、
みが い さ ん

騨./鑑}箋 鍵
嫡メ 麟 ㌔

鱗 ∴ 勤 驚 ・4

》

.
鞍
欝
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(3)支援 の工夫

生 き物 に対 す る願 いは一人一人皆違 う。教 師が,一 人一人の児童の思 いや願 いを受 け止 め

共 に悩んだ り,問 題解決 の方法 を考 えたり,喜 んだ りする ことで,児 童が安心 し,意 欲 を も

って主体的 に活動す るよ うにな ると考 えた。そ こで,「 共 に活動す るJと い う支援 について

その時機や どこまで手伝 うな ど教 師のかかわ り方の深 さ,児 童の心情の読み取 りな どについ

て見直 し工夫 を探 ることと した。

4活 動計画(10時 間)

① 生 き物 と触 れ合 お う(2時 間)

② 雛 緊 繕](6時 間)

③ 生 き物 とさような ら(2時 間)

5本 時の活動

本時 は10時 間中の4時 間目にあたる。児童

は常時活動 と して登校後,休 み時間,給 食準備

の時間などを使 い生 き物 の世話 を して いた。 し

か し,短 時間の ため,児 童の願 いであ る 「自分

の生 き物 をよ く見 たい」 「一緒 に遊びたい」な

ど,生 き物 と十分 にかかわ るまで にはいかなか

った。

そこで,本 時は 「生 き物 ともっと一緒 にいた

い。遊 びた い」 とい う願 いをかなえ るたあに設

定 した。 自分か ら生 き物 にえ さをあげた り,遊

んだ り,手 にのせて様子 を見た り しなが ら生 き

物 と十分 に触れ合 うように した。

ゲ齢 梅 か 露 つけたよ!
う'たっあゆO曜0目(わ(、

糸 κじミら'び

ほ人どのλミぐ・触

かくズu→@4

彫'ひ α いう 見つけたよ1

∠ 筐'の よ うび し たo
へう ご、かhト ン オ1'しく ≠へ た 〔ヲ 乙

、ク、

た っ あ9が^う ま 才zた ヨ が ●ち・

・なC'乙"しt
。 か フ㌧ ワ オ・リぐ力鳩'
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6児 童の変容 と教 師の支援

共 に活動 す ることで,継 続 して世話をす るよ うにな ったG児 の事例

(1)G児 のプ ロフィール と教師の願い

いろいろな ことに興味 を もち取 り組 もうとす るG児 であ る。生 き物 に対 して も興味 があ り

いろいろな ものを飼 ってみ たいと思 ってい る。 しか し,ま だ表面的なかわ いさや珍 しさか ら

活動す ることが多 く,活 動が長続 き しない。教師 は,G児 に,生 き物の世話を しなが らえ さ

をあげ る楽 しさや育っ喜 びを十分 に味わ ってほ しい と願 ってい る。食べ残 しの処理な どが苦

手なG児 なので,教 師が共 に活動す ることで,活 動への意欲を もち,生 き物 に親 しみを もち

小 さな命で も大切 に しよ うとす る心を育てたい と願 って いる。

(2)本 時に至 るまでのG児 の活動の様子

生 き物探 しでは,プ ールや畑 に行 き,ヤ ゴやチ ョウの幼虫な どを意欲的 に探 していた。朝

の生 き物 タイムで は,虫 あがねで観察 した りえさをあげた り してい る。 カタツム リの卵を見

っけてか らは意欲が増 し,カ タツム リの赤ち ゃん を見 たいと願い,毎 日頑張 って世話を して

い る。

(3)本 時におけるG児 への支援 とG児 の変容

① 共 に活動す ることで楽 しい雰 囲気をっ くり,や る気を引 き出す。

「カ タツム リの ことを もっと調 べて博士 にな りたい。赤ち ゃんが見た い」 とい うG児 の

願 いをか なえて あげた いと考え,え さの交換 などを一緒に行 った。 「きれ いにな ったね。

キ ュウ リやニ ンジンの食べかけを とるのは大変 だ ったけれ ど,カ タツム リはきれいにな っ

たので うれ しい って喜んで いるだろ うね」 と声 を掛 けた。苦手な ものを最後 まで頑 張 り処

理 した ことを認 め られ たG児 は,「 いやだな と思 いなが ら掃除 したけど,ぼ くのカ タツム

リだ ものな。 カタツム リが角を出 して喜んで いる。 よか った」 と満足 した表情にな った。

そ して,「 今度 は虫めがねでよ く見て,博 士を あざすそ」 と願 いをさ らにふ くらませ,か

かわ りを深 めて いった。

② 共 に活動す ることで大 きな喜 びを味わ う。

「カタツム リの赤 ちゃんが うまれた」 と言 うG撃

児の発見 を共 に喜ぶ ことで,活 動 の充実感 を味わ

うよ うに した。 この 事 を 皆 に知 らせ た。 「や った

ね。 よか っ たね 」 と皆 が 一 緒 に喜 び,カ タ ツ ム リ

の赤 ち ゃん を 囲 ん で ハ ッ ピー バ ー ス デ ィの 歌 の 大

合 唱 とな っ た。 そ して,こ の こ とを クラ スの 「思

い 出 カ レ ンダ ー」 に 記 念 日 と して 記 入 した。 教 師

や友 達 と喜 び を共 有 し,頑 張 った こ とが 認 め られ

た こと に よ ってG児 は 自信 を もっ た。 生 き物 の扱

いが 優 し く,丁 寧 に な り,「 力 タ ツ ム リを飼 って

よか った な 」 とつぶ や い た。

そ の 後 ・ 小 さ な カ タ ツ ム リの 様 子 を 虫 あが ね で見 た り,本 と比 べ なが ら調 べ た りす るな

ど さ らに熱 中 して 取 り組 む こ とが で き るよ うに な った 。
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③ 共 に活動す ることで 自分や友達 のよさに気付 く。

カタツム リが鉛筆 の先か ら落 ちな いことを

不思議 に思 ったG児 。机 の縁を はわせ たり定

規 の 上 を 歩 か せ て み た り した。 歩 い た 後 が 線

の よ うに残 る こ とに 気付 き不 思 議 に感 じた よ

うだ 。 最 後 に 自分 の 手 に のせ 「カ タ ツ ム リ っ

.て ね ば ね ば して い るん だ。 接 着 剤 み た いだ か

ら落 ちな い ん だ 」 と叫 ん だ。 その 発 見を 友 達

に知 らせ た 。 友達 も手 に のせ 「本 当だ 。 ね ば

ね ば して るん だ ね 」 とG児 の発 見 を 喜 ん だ 。

教 師 は,「 毎 日世 話 を して きたか ら力 タッ ム

謹掛 リの 秘 密 が 発 見 で きた ん だ ね 」 とほ め た。G
ゴ 沸 魯.

児は自分の発見を認 め られた ことで,自 分が

生 き物を大切 に育ててい ることに気が付 いて

さらに意欲的 にかかわ るようにな ってい った。

7考 察

(1)「 共 に活 動 す る 」支 援

話 を 聞 い た り,考 え た り,共 に活 動 す る こ とに よ り,一 人 一 人 の 思 いや願 いが 共 有 で き,

児童 は 安 心 し意 欲 的 に活 動 した。 生 き物 と上 手 にか か わ れ な い 児童 に対 して ば,教 師 が 共

に活 動 す る こ とで 安 心 感 が 生 まれ,少 しず っ 触 れ るよ うに な った。 ま た,進 ん で か か わ る

児 童 に は,活 動 しな が ら 「世 話 が上 手 だ ね 」 な ど と声 を掛 け,皆 に広 め た。 認 め られ た こ

と によ り 「頑 張 って育 て て よ か った な。 これ か ら も世 話 を続 け よ う」 と新 た な 意 欲 を もっ

た り,「 分 か らな い と きは,生 き物 博 士 の00君 に聞 こ う」 な ど と自分 や 友 達 の よ さに も

気 付 くこ とが で き るよ うに な って い った。 この よ うに,児 童 と共 に活 動 を す る こ と は児 童

の つ まず きや願 い に即 時 に対 応 す る こ とが で き,次 の 支 援 に つ なが りや す い こ とが 分 か っ

た 。

(2)共 に 活動 す る支 援 を意 図 的 ・計 画 的 に行 うた あ に

この単 元 で,こ の 時 間 に,今 この とき に どの 児 童 と 「共 に活 動 す る 」 こ とが 最 も望 ま し

い こ とな の か,そ して,共 に活 動 す る こ とで,そ の 児 童 の どの よ うな よ さを 伸 ば す の か,

計 画 的 な 支援 が行 え るよ う,一 人一 人 の 見 取 りを 充 実 して い く こ とが 大 切 で あ る。
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第1学 年

「話 を 聞 く 」 支 援 の 見 直 し と 工 夫

単元名 「アサガオさんあ りが とう」 一 」

1単 元のね らい

・自分で育てて きた アサガオの一生 の姿 に気付 き,最 後 まで 大切 に世話す ることがで きる。

・枯れ た後 も愛着の心を もって,っ るや鉢 などを生か した活動 に取 り組む ことがで きる。

・っ るや 自然の ものを使い,思 い出に残 る ものを工夫 しなが ら楽 しく作 ることがで きる。

2単 元 について

5月 の種 まきか ら始 まって,6カ 月以上 にわ たり,児 童 は自分の アサガオを育てて きた。

日常の継続的 な世話や観察のほかに,押 し花作 り,汁 遊 び,種 と りの活動等を経験 し児童 は,

自分の アサガオ に対す る愛着を深 あて きた。一生を終 えよ うとす るアサガオを最後 まで世話

し,っ るや鉢等を生か した活動 に取 り組む ことで,生 命を大切 にす る心,植 物 に親 しむ心を

は ぐくんで ほ しいと考えた。

また,話 し合 い活動や造形 的な活動 は,創 意工夫,ア イデアを発揮す ることで,自 分や友

達 のよさに気付 くことがで きる場 になる と考えた。

3研 究主題 と本単元 との関連

(1)身 近 な環境 とのかかわ り

人 ………クラスの友達(共 に考 える,一 緒 に調 べる,作 る,手 伝 う,教 え合 う)

家族,他 の教師(相 談す る,質 問す る,話 し掛 け られて答え る)

自然 ……アサガオ(世 話 をす る,活 用す る,思 いを表現す る)

校庭 ・公園の枝や葉,木 の実(材 料 と して活用す る)

社会 ……図書室,公 園(調 べ る,自 然の材料を探す)

(2)一 人一人の よさ

本単元の活動 は,児 童が1学 期 か ら継続 して行 って きたアサガオの栽培 ・観察,そ の他

の活動 の,い わば,最 終段 階にあたる活動であ る。 これ まで,学 校や家庭で 自分 の仕事 と

してず っと育てて きた経験を踏 まえて,児 童 は一人一鉢 のアサ ガオを,自 分 との かかわ り

において非常 に身近 な もの と して とらえて きた。一人一人が それぞれの思い入れ を込 めて

「自分 のアサガオ」 に対 して深 い愛着 を感 じて きてい る。

そ うした特別な親 しみの心を胸 に抱 きなが ら,児 童は一生 を終えよ うと しているアサガ

オを目の前 に して,今 後の世話 の仕方や枯れた後のっ るや鉢の生か し方を一生懸命考え た

り,ア サガオへの気持 ちを大切 に し,思 い出を残す作品作 りに進んで取 り組 んだ りす るな

ど,ア サガオとのかかわ りを さらに深 めて い くことが予想 され る。

アサガオへの愛着心か ら,児 童 は先行経験や もて る知識 を踏 まえて様 々な発言 を し,本

や図鑑で調べ ようという意欲 を もっで あろう し,造 形的 な活動では,自 分 な りの創意工夫

を思 い っき り発揮 しようとい う気持 ちを抱 くであろ う。 それ らは,ア サガオ とのかかわ り

を深 める ことによ って生まれる児童の よさといえ る。

また,ク ラスの友達 とのかかわ りとい う点では,話 し合 いや報告を し合 う活動で友達 と

共 に考え,共 に計画を立て る活動 に参加 し,作 品作 りの活動で は,互 いに教 え合 った り,
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手伝 った りとい う経験 を通 し,仲 間意識を一層 は ぐくむ ことが期待で きる。

家族や他の教 師に対 して は,質 問を した り,相 談 を もちか けた り,ア サガオを大切 に し

ようとす る心か ら自主 的なかかわ りを もっ ことが考え られ る。 これ らも人 とのかかわ りを

深 める ことで児童が発揮す るよ さととらえ ることがで きる。

(3)支 援 の工夫

長 い間育てて きた 「自分のアサガオ」へ の愛着心か ら生まれ る児童の思 いや願 いを,教

師が共 感的に受 け止 め,認 め ることによ って,児 童 はより自主的 ・意欲 的に活動 に取 り組

み熱 中で きると考 える。

そ こで,本 単元 では,思 いや願 いを受容す るため

に,「 話を聞 く」 とい う支援 を取 り上 げ,そ の見直

しと改善を図 ることと した。特 にその工夫 と して は,

児童の思 いや願 いを聞 こ うとす るときに,進 んで児

童 と向 き合 い表情や態度 などで教師が真剣 に受 け止

め ようとす る気持 ちが 児童 に伝わ るような配 慮を し

たいと考えた。

4活 動計画(6時 間)

(1)ア サ ガ オを 最 後 ま で 見 守 って あ げ よ う

(2)ア サ ガ オの 思 い 出 に な る もの を 作 ろ う

(3)ア サ ガ オ とお別 れ を しよ う

5本 時 の 活動

(1時 間)

(3時 間)

(2時 間)

籔

ジ:1轟 、1
竃 琶 _・ ・煽 ご 晶

諦謙
L筏 評 一 働

蹴 臥 、,、

.譜 説 ノ 鍛 。 灘

本 時 は,単 元6時 間 中 の3時 問 目 に あた る。 ア サ ガ オの っ る を主 な 材 料 と し,こ れ まで 育

て て き た 自分 の ア サ ガ オ の 思 い 出 に な る よ うな もの を 自由 に作 る活 動 で あ る。

6児 童 の 変 容 と教 師 の 支 援

.集 団 の 中の 一 人 と して 自分 を 表 現 す る こ との 苦 手 なH児 が,教 師 に話 を 聞 いて も らう こ とで

変 容 した事 例 。

(1)H児 の プ ロフ ィール と教 師 の 願 い

教 師 との かか わ りで は,普 段 か ら人 な っ っ こ く,明 る く元 気 に 振 る舞 う。 しか し,集 団 の 中

に入 る と,発 言 す る こ と も少 な く,内 気 な 面 が 目立 って しま うH児 で あ る。

教師 との個人 的なっなが りを求 めようとす ることが多 いので,話 を聞 くことを中心 に,で き

るだ け その 願 い に寄 り添 い な が ら,ア サ ガ オへ の 自分 の思 い を伸 び伸 び 表現 して ほ しい と願 っ

て い る。

(2)本 時 に至 る まで のH児 の 活 動 の様 子

H児 は,生 き物 に興 味 を も って い る。 ア サ ガ オ につ い て も,進 ん で 世 話 を しJ観 察 も して き

て い る。 気 付 い た こ と は,よ く教 師 の と ころ へ報 告 に来 て いた 。 ア サ ガ オの っ る と一 緒 に使 う

自然 の 材 料 集 め を呼 び掛 け る と,2日 後 には さ っそ く袋 一 杯 に ドング リを も って き た・ 近 くの

公 園 に 出掛 け た とき も,教 師 の そば で,材 料 探 しに意 欲 的 に取 り組 ん で い た。
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(3)本 時 に お け るH児 へ の 支 援 とH児 の 変 容

① 話 を聞 く ことで 活 動 が 持 続 す る。

支 柱 にか らま って い た っ るを,や っ との思 いで は ず したH児 が,「 ぬ け た よ 」 と合 図 を 送 っ

て き た。 大 き くうな ず い て み せ る と,H児 は満 足 げ に,今 度 は リー ス作 りに取 り組 ん だ 。 しか

し,っ るの っ な ぎ方 に つ ま ず き,「 先 生,助 け て 」 と援 助 を 求 あ て 来 たの で ,そ れ を 受 け 止 あ,

モ ー ルの 使 い 方 を知 らせ た。H児 は再 び 輪 にす る作 業 に夢 中 にな った。 冠 を 作 ろ うと して,っ

るが うま く束 ね られ な い と 「先 生,助 けて 」 とま た来 た。 共 に活 動 しなが ら手 伝 うと ,H児 は

「も う一 つ つ け た い 」 と意 欲 を見 せ ,う れ しそ うに活 動 を 続 け,さ らに一 個 の 冠 を 作 った 。

教 師 が 受 容 す る態度 で 話 を 聞 く こと によ って,H児 は,心 に安 心 と満 足 を 覚 え,作 りた い もの

を 熱 中 して作 り続 け る こ とが で きた 。

② 話 を 聞 くこ とで 伸 び伸 び と活 動 し,自 分 ら しさ を発 揮 す る。

作 業 の つ まず きへ の 援 助 を求 め,教 師 にそ ばで 見 守 って も らい た い と い う願 望 を満 た そ う と

して い たH児 だ ったが,そ れ が 受 け 入 れ られ る と,後 半 は,だ いぶ 落 ち着 い て,楽 しそ うに活

動 に取 り組 む 姿 が 見 られ る よ うにな った。 や は り進 ん で教 師 に話 しか け て く るの だが,「 先 生

見 て 」 「あ と こ こや るだ け 」 の よ うに,作 業 の 様 子 や 成 果 を得 意 気 に知 らせ る口ぶ りに変 わ っ

て い った。 教 師 が その 都 度,努 力 や 出来 栄 え を ほあ な が らH児 の話 を 聞 くこ とに よ って ,H児

は,思 いや 願 いを ふ く らませ,自 分 な りの ア イデ ア を 生 か して ,伸 び 伸 び とい くっ もの 作 品 を

作 って い った。

③ 話 を聞 くこ とで 心 に ゆ と りを もたせ,友 達 との か か わ りを深 め る。

リー スを 作 って い たH児 の そ ばで その 様 子 を 見 守 って い る と,H児 が 目の 前で は り絵 に取 り

組 ん で いた 友 達 の 作 品 を 見 なが ら,「Gち ゃん,お ば け うま いね 」 と友達 の作 品 を ほあ る言 葉

をっ ぶ や いた 。 繰 り返 し話 を 聞 き,教 師 が 児 童 の 心情 を受 け止 あよ う とす る姿 勢 を 示 す こ とで ,

それ まで 自分 の こ とで精 一杯 だ ったH児 の 心 に ゆ と りが 生 まれ ,友 達 の よ さ に気 付 くこ とが で

き たの で あ る。 友達 との か かわ りを 自然 に深 あ た姿 で あ る。

7考 察

(1)「 話 を 聞 く」支 援

児 童 を受 容 す る姿 勢 で 話 を聞 くこ と によ り,児 童 は 自分 が 受 け入 れ て も らえ た と感 じ,気 持

ちの 安定 が 図 られ る とい う ことが分 か った。 それ は ,そ の後 の活 動 意 欲 と心 の ゆ と りに もつ な

が って い った。

また,教 師 が 真 剣 に話 を 聞 くこ とに よ って,児 童 は話 して い る自分 を 意 識 す る こ とが で き る。

っ ま り,自 分 が 何 を ど う した い の か とい う自分 に対 す る意 識 を高 あて い.くこ とがで きるの で あ

る。 それ が 自分 ら しさの 発 揮 とい うよ さ を生 む と考 え られ る。

(2>話 を聞 く支 援 を効 果 的 に行 うた め に

話 を聞 くと き は,身 振 り,手 振 りを交 え,表 情豊 か に児 童 の 心情 を受 け止 め る こ とが 大切 で

あ る。 その た め に は・ そ の場 に至 る まで の 児童 の活 動 や その 背 景 を教 師 が し っか り見 取 る こ と

が 大 切 で あ る・ そ の こ とを踏 まえ,「 先 生,先 生,… 」 と話 し掛 けて くる児 童 を 受容 し,

必 要 に応 じて・ 今 度 は・ 次 へ の 意 欲 を 引 き出 して い くた め,教 師の 方 か ら 「尋 ね る」支 援 を行

って い くこ と も重 要 で あ る。
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VI研 究 の 成 果 と 今 後 の 課 題

1.研 究 を通 して 明 らか にな っ た こ と

(D授 業研 究 を通 して 明 らか に な った こ と

授 業 研 究 で は,特 に 「ほめ る.「 見 守 る」F共 に活 動 す る 一 「聞 く,の 支援 を 取 り上 げて,

そ の 見 直 しと工 夫 を探 った。 その 結 果,こ れ らの 支援 の 工 夫 につ いて 次 の よ うに ま とあ る こ と

が で き る。

・ほあ る支 援 で は ,児 童が 友達 や教 材 とか か わ り,協 力 して い る姿 や 努 力 して い る こ とな ど.

ほめ る視 点 を 明 確 に し具 体 的 に ほ め る こ とで,よ さを 生 か す こ とが で きる。

・見 守 る支 援 で は ,児 童 が安 心 して 活 動 で き る よ う手 だ て を しっか り した上 で,教 師 の 立 っ位

置や 表 情 な どを 意 識 して 見守 る こ とで,よ さ を生 か す こ とが で き る。 ま た,児 童 の 活 動 か ら

心 情 を読 み 取 り,次 の 支 援 にっ な げ て い く こ とで,よ さを 生 か す こ とが で きる。

・共 に活 動 す る支 援 で は ,一 人 一 入 の 児童 の 活 動 へ の 意 欲 や 状 況 に即 して,い つ,ど の く らい

の 深 さで か かわ った らよ いの か 判 断 し,共 に活 動 す る こ とで,よ さを 生 か す こ とが で き る。

・話 を 聞 く支援 で は ,予 想 され る活 動 へ の 困 難 点 や 不安 な ど に っ いて,あ らか じめ 教 師 が 予測

し,一 人 一 人 の 児 童 の心 情 を受 け止 め 真 剣 に 聞 くよ う,教 師 の 聞 く態 度 や 場 所 に 十 分 配慮 す

る こ とで,よ さを 生 か す こ とが で きる。

これ らに共 通 して い る こ とは,児 童 に安 心 感 を 与 え,意 欲 を 高 め,活 動 へ の 自信 と な る よ う

教 師が 共 感 的 に支 援 を 行 う こ とが,児 童 の よ さ を 引 き出 す とい う こ とで あ る。 ま た,こ れ らの

支援 が単 独 に あ るの で は な く,他 の 支援 と連 続 して 行 った り関 連 を 深 め た りす る こ とで,児 童

の よ さを 一層 生 か す こ と にっ な が る。

(2)研 究 全体 を通 して 分 か った こ と。

・支 援 を 行 う と き,あ くまで も児 童 の よ さを生 か す とい う発 想 に た って,一 人 一 人 の 児 童 の活

動 を そ の 心情 や背 景 に っ いて 見 取 り,支 援 して い く こ とが 大 切 で あ る。

・環 境 との か か わ りを深 め ,児 童 が 夢 中 にな って 取 り組 む よ うに支 援 を 行 う こ とが,一 人 一人

の 活 動 へ の 自己 意識 を 高 め,自 分 の よ さを 発 揮 して活 動 して い く こと と深 く関 係 して い る。

・ 「受 け止 あ る」r働 き掛 け る」 と支援 を 大 き く分 け る こ とで,教 師 が 児 童 の よ さを 引 き出 す

ことを 意 識 して 支援 を 行 う こ とが で きる よ う にな った。 受 け止 め る支 援 で は,児 童 の 活動 の

様 子 を 印 象 だ けで判 断 す るの で は な く,そ れ まで の 児 童 の こだ わ りや 気 付 きな ど,そ の 内 面

や背 景 に まで 心 を 寄 せ て 読 み 取 る こ とが 大切 で あ る。 働 き掛 け る支 援 で は,児 童 の 活 動 の 背

景 を見 取 り,具 体 的 な 手 だ て を講 じる こ とで,児 童 は 自 らの 活 動 に 自信 を もち さ らに積 極 的

によ さ を発 揮 して 活 動 す る よ う にな る こ とが 分 か った 。 また,受 け 止 め る支 援 と働 き掛 け る

支援 は,互 い に密 接 に関 連 して い る こ とが分 か った。

2.今 後 の 課 題

・受 け止 め る と働 き掛 け る 支援 の具 体 的 な関連 に っ い て ,さ らに追 究 して い く。

・一 人 一 人 の よ さを生 か す とい う視 点 で ,ほ め る,見 守 る,共 に活 動 す る,話 を 聞 く,な どの

支 援 の 見 直 しや 改善 点 を探 って きたが,他 の 支 援 に つ いて も授 業 実 践 を 通 して 工 夫 や 改善 点

を探 る。
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